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第4章 猿
.論 。

'(1)鳥 型結 核菌 に よつz 一塩 基 性 脂 肪 酸 はc2

よbC22迄 酸 化せ られ 、且 つ 特 に酪 酸 、 ステ ア リ

ン酸 等 は よ く酸 化 を受 け る.

(2)二 塩 基 性脂肪 酸 もよ く酸 化 せ られ 、 そ の

中 、C{ケ カ ル ボ ン酸 、就 中 フ マ ール 酸 、オ キザ ー

ル酪 酸 は 自 ら酸 化 を畳 け るの み な らす 、菌 自身 の

呼 吸 を著 し く増 進 せ しめ る。
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結核菌培養 に於 ける資材節約 に関する研究

(第2≡報)培 養 基 に 就 い て 其 の二

財團法人結核予防会結核研究所(所 長 隈部英雄)

小 川 辰 次

.4諸 論 第 暇 の場合と全 く鵬 である・

第 ・卿 矧 き続き論 回は肋水をナ喬地に酬 皿 実 験 成 績

することを実験 したので、その成績 を報告するe(1)肋 水にKirchner(2)培地の基礎液及び岡(s>i

肋水自身は、結核菌の発育に対して阻止的に働 片倉培地の基汁の各要素を混入 した実験、並びに

くことは。幾多の諸先進によつて証明されたとこ 混入すべ き色素の壁の実験◇

ろである"し か し、澗 形培地 として凝固器で固め 肋水にご2セ リンを2%に 加え、これに岡片倉

る場合は、液体である場含と、その性質が全く変 培地の揚合のように、2%のYラ ヒツ ト緑液を2

つて來る故、我 々は此処に検討の余地があると考%の 割合に入れて、分離培養に使用 しても結核菌

えたesは 全然発育 して來ない。 培地のpHは&5前 後で

∬ 方 法 、 、あ臥 それ鋼 臆 靴 の巷糎 額 素胴 郷
入 れ 、或 い はKirchnorの 液 体 増 地 の 基 礎増 地 の

ず
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各要素 を混入して見 るとpHは6.8～7.0で ある

が、依然として結核菌は癸育 しなかつた。それで

今度は色素を桧討 して見た。從 來 の研 究 に よれ

ば、色素の発育阻止作用は、培地の種類 によつて

葬常に差が萬來 ることがわかつてV・る。それで色

素の璽 を願次減少して見た。即ちA群 はKirchner

の基礎増地の各要素 を混入した ものとし,B群 は、

綱片倉増地の基汗の各妥素 を混入した ものとし悔

麟 につきざ ラヒ㌧ 卜徽 溶液を調 槍 増地
の1/2攣 ・1μ 量 、 工/8量入 れ た もの と、色 素 を全 然

ヘヰ

除去した ものの、4種 の培地 を同時に作つて比較
奪した

。するとA群 でもB群 でも、色素の量が減少

第1表

すると共に陽性峯が壇加 して來た鐸 との成績か ら

我 々は増地のpHを 適当にし、色素の量を減少す

れば、r肋水悔主成分 とする培地に、結核菌 を発育

させ ることが可能であるごとがわかつた登なおこ

の揚合にB群 よbは 、A群 の方が発育がよいのでtS

更にA群 の培地につき、周片倉増地と維菌の侵入

の程度が同様で、 しかも発育の最 もよい所を求め

た結果、岡片倉培地の1,5量 がtS-rkよ いことが

わかつた。色素量を16量 にしてKixehlterの 基礎

培地が同%に 混入されている肋水培地 と岡片禽培

地を比較すると、陽性率に於ても、聚落の発見す

るまでの日数にしても、周片倉培地に遠 く及ぱな
魏

鶏 卵 混 入 の 実 験 成 績

実 瞼番 号

1

豆

脚 幽 培地の

岡 片 倉 6,8

・)コ7・2

2)7.0

3)

ノ

ヤ

5)

岡 片 倉

)1

7.0
轡

7、0

6.8

6、8

7、0

2)

3)

7.0

7.4

4) 7,4

検査人員
鵬

9

16

使用培地総
数

18

32

陽
(離 黎)数

i聚落の発見迄 に要 した
日数李均(最 短為最長)

17(94,4タ6) ユ4。5(!1～31)

14(77、8タ 多) 15.gst(11(ノ31)

16(88,9タ6) ユ6S(11～31)

15(83、3%)

15(83、3タ6)

15(83、3%)

133(11～1g)

13,3(11ヘ ノIg)

12。6(11～1g)

29(90.3タ6醤 鐙 19ユ(17～25)

32(1CO%)

30(93・8%)

32(100%)

2・,2(・8～31)1

22.2(!7～37)

23,4(17～47)

29(go・3タ の{ 21,1(17～41)

註:培 地 の種類 は次 のよ5で ある

集験番号1

㎏集 瞼 番号 π

漿懸

1;警㌔
1)肋 水原液

2)k1・

3)肋 水原液

4)肋 水原液

100,0ce

O.39

0.49

0、06搭

⑪.259

0,59

ZOec

O.4ce

(田 村)+

(〃)+全

(前 谷)+全

(角 下)+全

)

)

)

)

)

1

2

3

4

　む

卵黄水

卵

卵

卵

__。 ユ3_._。

肋水原液+卵 黄水

ユ0%

10%

10%

10タ5

〃

〃

〃

〃

へ

翫

+

+

+

+

グ

〃

輪

天%

3%

5%

7%

1Q%
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〈2)肋 水 に 、Kirchmerの 基 礎 培 地 の各 要 素 を

加 え 、色 素 を周 片倉 培 地 の1・'5量 に し、 これ に牛
1

乳、可溶性澱船を加えた実験ウ

先す牛筑を、2%、5%、10%に 入れた培地と、

又別に、可溶性澱扮を、1%、3%、5%に 入れ

たものとを作 砂、全然之等のものの混入されてい

ない対照とを、同時に岡片倉培地と比較 して見た。

す ると牛乳を加えると、量の多 くなるに随つて、
な

聚落の数 も多 くなり、又聚落の発育するまでの期

贋ヨも短縮 された◎

然 し、岡片倉培地に比較すれば遠 く及ばない。

文可溶性澱紛を加えた時は、1%で は著明ではな

いが・3%、,5%と なるに随つて、陽性率は良 く

なるが、聚落の発見するまでの期間は大 した相違

がない◎一般に可溶性澱扮を加えた時の方が、発

育を促進するようであるが、この場合にしても、

岡片倉培地には遠 く及ぼない。我 々は之等以外の

種 々のものにつき、結核菌発育の促進物質を求め

たが、之等以上のものを探し求めることが出來な

かつた◇ ρ

(3)Kirchaer培 地の基礎培地の各要素を、肋

水にカロえ、色素を岡片倉培地の1/5量 とし、これ

に鶏卵を混入 した培地の実験。 齢

前実験によつて、我々は鶏卵を全然除去して、

肋水でもつて岡片倉培地に匹敵する培地 を求める

ことを断念 し、鶏卵を何分の一かに減少すること

が餌來 るか どうかを検討 して見た。

それで、前 と同様にして、Kirclmerの 基礎培地 一

の各要素を同%に 入れ、これに色素を岡片倉培地

の1・5tS.を加烈 鄭1ク の卵黄に蒸溜7纏 加え

て50ecと し友卵黄水を混入して見た。

管印 ち第1表 、実験1)で 見 るように・卵黄水 を

1%～10%に 亘つて加え、5種 類の培地を作 り、

これを岡片倉培地 と比較 した◎その成績は、1%

のように少量を加えた場合で も、牛乳や可溶性澱

粉 を加えた場合に比較 して、著明な発育を示すこ

と、叉卵黄水の多 くなるに蓮れて、発育の良 くなる

ことがわかつた◎この中10%に 卵黄フkを力候 郊

のは、最 も岡片倉培地に接近 している成績 を示 し

た。なおこれ以上に、卵黄水の量が多くなつても、

10%の 揚合と殆んど差が無いことが わかつたの・

で、我 々は10%の 卵黄水、帥ち從來の1/7量 の鶏

卵でも、大体岡片倉培地に匹敵するものを求める

ことが出來 るのではないか と考えた◎次に卵黄だ

けでなしに、全卵 を用いた らどうか?全 卵を用

いることが出來ると～仕事が簡軍であると思 い、

卵黄及び全卵を、夫々10%宛 に入れて、同一の肋

水(田 村)につき培地を作 り比較 した¢叉これと同

時に、他の肋水、即ち、前谷 ・角 下 を用いて、全

卵を10%宛 に加えて、増地を作つて、之等を岡片

倉培地と比較 した。これの成綾 は実験1【のようで.

ある。師ち同一の肋水で、卵黄水と全卵とを、夫

々1q%宛 に用いた1)と2)の 培地では、殆んど墓

が無い。又全卵を10%宛 に用V・た他の肋水で作ウ

た3)・4)の 培地でもv殆 んど大同小異である。鋼

'それで我々は、全卵を厨いることにした。又1【の4

実験では、岡片倉培地に比較すると、肋水で作つ

た培地の方は、i聚落の発青するまでの期聞が2・・5

3日 遅れている。t

(4)kirchnerの 基礎培地の瞼討並びにグ リセ

リンの量に就いて。

lKirc㎞erの 基礎培地は、血清を入れて、液体培

地として用いる時は、基礎培地の全部が必要であ

ろ うが、これを肋水に入れて、コ更に鶏卵を加え、

凝固させ、固形屠養基 として使用する場合は、こ

れの基礎増地の意味 も叉違つて來 るであろうとい

うことは想僚される◎それで、之等全部の要素が果

して必要なものであるかどうかを槍討 して見た。

それで、同一ρ肋永につき、グ リセ リンを2%、

2%マ ラヒツ ト緑液をO.4%、 全卵を10%に 混入

したものにつき、第2表 で見 るようにKirclme

基嘩培地の各要素を全部混入 したものをK)と し・

これより各要素 を、一つ宛除去した、1)～5)の

5種 類の培地と、更に表のようないろいろな、組

合わせの培地6)～9)を 作 り、更に之等の要素 を

全然含まな"10)の 培地 とを、同時に岡片倉培地

と比較 した◎之等培地のpHはKH愛04を 除去

してある培地では 乞8～&2等 の高いpHを 示 して

いるが、その他のものは、大部分7.0,6.8等 の中

性、乃至弱酸性を示 している。培養の成績 を見る

と、k)と 殆んど差異の無いものは3)、4)、7)

___14-一 ・
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第2表Kirchnerの 基礎培地の繊討

培
地
の
種
類

実
験

番
号

培
地
の
照

籍
二
燐
讐

里第
一
燐
酸
加

拘
構
酸
曹
達

ソア

ス
パ

ラ
ギ

硫

苦

K)い 刈 t
・)17・ ・ (一)1

2)17・sl (一)1 ;
3)17・ti

1(・:一)

めい 司 ー
1(一)1

1

5)17・ ・1
{(一)1

6)P司(-ylel

7)レ 叫

8)i7・8i

1=
・1(・ 一)1

1(一}

9)S7・ ・1(一)i
1(一)i }・

・・)い ・21←)
釧(一);・1〈-i・)

五

岡 片 倉 培 地

ーー十1ー
硲

…玲

ー
㌦

0

-
O

1
0

-
0

ー明
な

ー
D

一

〇

1
⑭

ー
0

-f
O

ー
備

L助

～
0

-
0

コ
O

f
O

ー舘ー助

メ

0

-
O

ii
O

-
8

「

…
舗

ーの

O

i-
O

1
0

-
0

ー
編

iの
『

地培倉

叩

雛

片岡

使
用
培
地
数

陽性培地数

(陽性牽)

聚落発見迄の

日数弔均

(最短～最長)

・81・6(8&9%)1聯3-・8)

・61・6(・ ・9%);・7・4(・3～38)

・6　 ・3(8・3%)　 ・8緩 ・3～38)

・61・6(…%)ii4・3(・3-・8)・

ユ6i・4(87・5%)1・ 蝦 ・3-・8)

・41・ ・(7・・4%)li6P(・3-23)

・8{嫁8&3%)23・9(・3-33)

・8}・6(88・9%)い 螂 ヤ ・3)
.

・8'1・8(・Qα%)li9・7(・3～33)

・8・8(…%)ii6;6(・3～3・)

嶋 ・8い(5・%)陣8(・3-22)

・8i・8(…%)i・6D(13-3・)

・8い7(94・4%)い 生・(9-26づ

・6い6(1・ ・%)1敬9-26)

ヂ ・7i・7(・ …%){・7・ ・(9～34)

・ ・4{・ ・(7・・4%)い7・ ・(9～29)

熾 ・81・ ・(6…%)i2卿 一 ・・]{iL)

・51・3(86痴!
.・9・3(9-46)

・8}・7(94・4%)li4・3(9～26)

、

註:表 中←》とあるのは その嬰素 を除去 した事 を示す。

であ為。即ち硫酸 マグネシアζ絢構酸曹達は、余

等の揚合には、大 した影響の無V・ことは明瞭であ

る◎次に2)と8) .はK)に 比 して明らかに発育が

遅れている。即ちこの ことか らKH2PO4は 、この
ま が

携、是非必要なものの一つである事は明かである。

又5)の 成績から、アスパラギンも、当然必要と

するものである◎最後に1)培 地の成績 を見 ると、

陽性率に於てはK)と 大差が無いが、聚落の発見

するまでの期聞が2・5日 遅れている。ノこれはK)

増地で発育 しなかつたものが1)に 於て発育 した

ためである。叉9)に 於ける陽性率はK)と 大差が

ない。 唯1)の 揚合と同様に・聚落め発育する ま

灘

で の期間 が 、 多 少遅 れ て い る。 この 揚合 も1)と

同 様 に、K)に 於 て発 育 しなか つ た ものが 、9)に

於 て発 育 した た め で あ る◎ 以上1)及 び9)の 培 地

の成 績 か らNa2HPO4は 、必 す し も必 要 な もので

は なV・とい う ことが 出 來 る◎ 次 に之 等 の各 要 素 を

1っ 宛 混 入 して、1)～5)の5種 類 の培 地 を作 り、

これ を岡 片倉 培 地 と比 較 した 。 そ の成 績 は実 験1[

の よ うで あ る◎

帥 ち絢構 酸 曹達 、硫酸 マグ ネ シア、及 びNa2HPOi

を個 々に1っ 宛 混入 して 作 つ た1)、3)及 び4)の

培 地 は ・ 何れ もpHが 高 く・各 要 素 の全 部 嘱 入 さ

れ たK)に 比 して 、 比較 に な らない程 成 績 が悪 い◎

一 一15-一 一
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し ヨ

特に3)、4)は 著明である。次にK恥PO4及 び

Z撚 杢ゑ ぎそを個 々に入れて作つた培地2)、5)

は4)、3)の 培地 とは比較にならない程、よい成

績であるが、Na2HPO4の 入つた1)と は殆んど差

が無い。 しか しK)に 較べると遙かに劣る。それ

で先に必要でないと思われたNa2HPO4も 再び検

討する必要があると考えたが、兎に角、以上の成

綾か ら、之等 髪個々に用いては意味のないこと、

之等 を併用することによつてのみ目的・を達するこ

とが出來 ることを確認 した◎そこで改めて、必要

と思われたKHfPQI、 アスパラギン、及び疑問に

なつているNa2HPO4を 併用する実験 を進めた◎

～二の場合に三者 を同時に桧討することは複雑とな

る故、先すKH倉PO{と アスパラギンとの組合わせ

の適量 を見出し、更にNa2HPO4を 附加して見 る

こととした¢ 。

即ち第3表 、実験1に 見 るように、1)の培地 を

第3表
翻 一

作 り、'これ にKH?PO4をO.1%～0.5%ま でO.19

宛増 して 加 え、 之 等 の 培 地 を1)2)3)4)5)

6)と した◎pHは 表 で見 るよ うに 、量 の増 す に随
き

つ て 、8.2よ り6.6と なつ て い る。 之 等6種 の培地
が

を同時に岡片倉培地と比較 した。'W

すると0.2%に 加えだ蠕地が、最 も発育が良い

ことがわかつた◎同様にして今度は

肋 水

・・KH2PO4

全 卵'

グ リ セ リ ン

2%vラ ヒツ ト緑 液

の よ うな処 方 の培 地 を基 に して 、 これ に アス パ ラ

ギ ン を0・1%、03%と 順 次 に0・2%宛 増 して 、0.9%

にまで獺 し硯 たが・触 駄 差純 や・α輪

と α5%と が 多 少 よか つ た の で 、 ア スパ ラ ギ ンは 、

O・3%を 用 い る事 に した 。 又 同様 に して 、

KH2PO4,Na:HPO4,味 の素 の 混 入 に つ い て の実 」瞼

"

実 験
番 号 培 地

、瞼査

人 員

使 用
培地数

陽性培地数
(陽 性 牽)

聚落発 見迄 に要
す る日数卒均
(最短～最長)

岡片倉

噸

10

翫 訳

20

'

17(85%) 15.5(9～21)

1) 0
　 -

2)
一

15(75%)
噌

26.4σ8～42)

3)

}へ冒一

16(80%)

楢一r-一_-

16.0(12・)24)
勲

}

13(65%) 16β(12～24)4)
一～-

5)
噺

6).
、

●

14(70%) 18.7(12～24)

12(60%) 1鉱8(12～24)
勲

100.Occ

O.29

10.Occ

、20cc

O.4cc

培 地 処畢方 及 びpH

陀岡片倉

1)

2)

皿 一 　 一一
3)

4)

5)

岡片倉
曳

彊 ■)

2)

10 20

18、

牽
24,2(15～32)

24.2(15～27)

26,1(20～27)

25,8(15～A1)

1δ(75%)24.1(20～27)

16(80タ 多)24.8(15～34)

20(100タ%)1蔓.0(9～21)

10 20 20(100タ6)15。8(12～24)

ズ

ま

20(100%) 23.8(17～42)

1)肋 水100・Oc6pH

アス パ ラギ ソグ0.59

鷺 禰 穰il磁
一2)1)十KH2PO曝0ユ%7 ・4

3)1)+〃

4)〃+〃

5)〃+〃

6)〃+〃

O.2%7.0

0,3%6.6

OA%6,b

Oh%6、6

1)肋 水10000c

{灘無 盤1撃至
1;?岬ql:鞠 、

'1;lll:劉
一 ト{

1)肋 水100,0

KH,PO,fO・2

{≦攣 ソ 謙 頭
2%マ ラ ヒ ツ ト練 液O.47、2

2)1)の ア スパ ラ ギ ンの 代

りに味 の素 と変 え た もの7。2

一一 一16
竃
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雪

肪 水100.Occ

KH2POiO29

ア ス パ ラ ギ ン0.3g
ぜ 　

全 卵10.Occ
ゆ

2%マ ラ ヒ=ツ ト緑 液O.4cc

吟処 方 の もの に ・ グ リセ リ ンを1%、2%と 、 次

第 に、1%宛 に壇 量 して5%ま で の もの を同時 に

作 り、 比較 実験 した結 果 、1%及 び2%が 、最 も

良 い こ とが わか つた ので ギグ リセ リンは2%を 用

いる こ とに した ◎ 次 に第3表 実 験1[の1)の よ う

な培 地 を作 り、前 回 同様 に して 、Na2HPO{を0.1%r、

解%、O・3%、0・4%に 入 れ て 培 地 を作 り、・夫 々2)

β)4)5)と して ・ 亭 等5種 の培 地 を回 時 に ・岡

り昏倉培 地 と比較 した 。

その 成績 は 、第3表 実 験1[に 見 る よ うで あ つ て

Na2HPOiの 全 然 入 らな い1)の 培 地 は 、岡 片 倉培

地 に匹適 す る よ うな成 績 を示 した が 、Na2HPO4の

入つ た培 地 は、何 れ も陽 性 率 も多 少悪 くな り、聚 落,

第4表 肋水試作培地

も発 育 が 多 少遅 れ る傾 向 を示 した の でNa鐸P(〉

は 除 去 す る ことに した◎ なお アス パ ラギ ンの代 の

に"味 の素"が 代 用 萬來 な い ものか と思 い 、{味 の

素"O・59で 代 用 して見 た が ア スパ ラ ギ ンの入C

た培 地 に較 べ 、聚 落 め発 育 す る ま で の期 聞 が8日
が 　

も遅れるので、代用幽來ないことがわかつたポ

(5)試 作肋水培地に於ける培養実験。
　

以上 の種 々の 実 験 の結 果 、結 局 出來 上 つ た もの は,

次 の よ うな処 方 め もの で あっ て 、 これ を肋 水試 作、
dの培 地 とす る

◎ ⑳

肋 永

KH2PO4・ 磯

ア ス パ ラ ギ ン 華

全 卵

グ リセ ワ ン

睾%マ ラ ヒ ツ ト線 液

100.Occ

O29

039

10.Ogc

20ce

O.4cc

聯

肋水試作培地は、第3表 実験 五では、岡片倉培埋

と全然差がないが、実験皿では、陽性率は薙が無

培 地 の 種 類

塾壁 塗壁竺 墜墜墾鶏

騨 人判 使用培轡
岡 片 倉 培 地

極 水 試 作培地

59

14S

1ξo

陽 性 培 地 数
(陽 性 …奪)

126(85.1タ5)

120(SO%)

聚 落発見迄のH数 不均
(最短～最長)

ユ6。5ぐ9～34)ボ

16.9(9～41)

いが・聚落の発育する迄の李均日数が28日 遅れ 、
タ

・て いる◎ それ で果 して 、 この 試 作培 地 が 、 岡 片 倉

。培 地 に 匹 敵 す るか ど うか を、"59人 の 喀 湊 た っ い て
菱

比較培養して見た。その結果は、第4表 のようで

あるが、試作培地は、陽 性率に於て も、聚落の発

見するまでの日数に於て も、多少劣る◎

(6)肋 水試作培地に、馬鈴薯浸出液、肉エキ

三 を加えた培地の実験◎

岡片倉培地に匹轍するものをと思い、この試作

培地に付加してボ更にその発育 を促進するものを
ぜ ぶ

求めた結果、占部氏(4)等がH培 地に用いた馬鈴薯

熱浸禺液が、その発育 を更に促進することがわか

り、叉肉エキスが、同様に発育 を促進することが

め かつたので、馬鈴薯熱浸幽液と、肉モ童敦 の適

量を決是することにした・些処に称する馬鈴薯熱

浸禺液とは、駕鈴薯の皮をむいて・ これを大根卸'
しで卸し、馬鈴薯1009に 対 しで・水100ccを

加 え て ユ ツホ釜 で 、10分 腿加 熱 して 、 これ を2弧

の ガ ー ぜ で 絞 り 取 る よ うに して 作 つ た 濾 液 で あ

る。又 肉 エ キ スは 鳥ノー麿 ッ ヒの 肉 ヱ キ ス を用 いた 《

上 述 の よ うに して作 つ た馬 鈴 薯 熱 浸 出 液 を5%

10%、15%、20%の 割合 に 、又 肉 エ キ ス をO・1%、

0.3%、O.5%の 割合 にx同 一 の試 作助 水 地 にカロえて

夫 々、2)3)4)5)6)7)8)と し試 作 駁

水 培 地 を1)と した 。 そ して之 等 の8種 の培 地 を,
ゆ　　

同時に岡片倉培地と比較 した。その結果は第 互表

のようである◎即ち馬鈴薯熱浸出液 をノフ鮫 たもの

は、何れ も試作肋水増地に比 して発育を促進する

が10%、 ユ5%、20彩 の3者 はで可れ も著明の差が無

い。この巾 で も、一番 よさそうに思われた のは

15%で ある。又肉エキスを加えた場合はN侮 れ も

周片倉増地に比 して多少劣つでい るので、馬鈴薯

熱浸出液を試作増地に加えることにした。又我々

は、この馬鈴薯熱浸出液の代 りに、馬鈴薯の皮を
〆

___17___
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第5表 励水試作培地に馬鈴薯浸出液 。肉 エキスを加えた実験

嬉地則実顯 棚 数騰 欝 騰 鰻轟鶴
岡 片 倉

1
噸)

2)

3)

4)

5)de

"6)

培 地 ρ 処 方

r7)ny'-9Sh-!

撫

10

騨1

20

20(100%)

20(100%)

19(95%)

20(100%)

20(100%)'

20(100%)

20(100タ 多)

20(100%)

20(100%)

13.2ω ～17)
'

}

18,4(12～22)

17,0(12～22)

一

14.7(10～20)

13,5(10～ ユ7)
㌍

14.4(10～17)

す

17.0(12～24)

14,7(10～20)
_一嘘

14,8(12～20)
蜘悔

ポpH
を

1)肋 水試作培地 凱2-

2)1)+馬 鈴 薯熱漫 出液5%7・2

3)〃 〃

4)グ 〃

5)

6)1)十 肉 エ キ 鞭

7ブ 〃 〃

8)グ 〃

10%η

15%7.2

20%7.2

0.1%7,2

0.3%7、0

0.5%7.0

むいて・大根卸 しで卸し・それを2枚 のガーゼ 容 ド 実際に肋水培地 を作るのには次のよう 鷹すれぱ

濾 した濾液で も10%に 加 えると・同様であることjよ い◎印ち肋水 を2枚 のガーゼで濾して、繊維素

がわかつた。"・ .を 除去する。これに上述のような要素を次々に入
(7)我 々の得た肋水培地と岡片倉増触 との比 れ、之等を充分にまぜ合わた上で分注して、凝固

雛 をうないろ嚇 熟 ら綱 嬉來上ら 襟 灘 搬 灘 蕪 二ぎ㍊:

鰭 地墜のような処方瓢 ♂ き藩 繋 二廟灘 趨 織 蹴
O・29KH2POI

に 比 して 、鶏 卵 の量 が1/8量 で足 りる◎我 々の 用ア ス パ ラ ギ
ンO・39

全 卵 ・α・c_い た肋 水 は ・ 人 工氣 縦 の ・或 磁 随イ雑 の肋 膜

馬鈴 薯 熱 浸 涯腋150cc逢 の もの で あ るが ・特 発 性 の 揚合 で も同様 に ゆ く

(或 は 冷 浸 出 液100cc)も の と思 わ れ る◎ 之等 の 肋 水 は何 れ もi漿液 性透 賜

グ リモ リ ン20ccで あつ て 、pHは82～&8で あ つ て培 地 製 造 数 の・

2%マ ラ ヒツSil:k液{)・4cc凝 固水 のpHは7・4～7・2で あ つた 。 この 肋水 培

第6表 肋水培地と岡片倉培地との培養比較実験

培地の種類

岡片倉培地

肋 水 培地

実 瞼
人 員 .

使用培地数

縛 ≡　

陽 性 培 地 数
(陽 性 寧)

聚落の発見の日数挙均(最短
～最長)

137(60。6%) 143(9r)49)

140(6L4%) 14、9(9～41)

雑菌蔓入培地数
(侵 入 率)

13(5・7%)

　　　{一 3(1.3%)}

「＼ ＼ 週

塑 の颪 ±._
{岡 犀 倉 培 地
i

}

i肋 水 培 地

L

1 五

0

0

86

(62。8タ6)

80
(57.1%)

嚇

H V

32

(23・4%)

37

(26.4%)

171

(12・4タ6)1(0・7タ6)

塾

22唾

(15.7%)

轟1

(0.7%)

U

0

0

1

(O・7%)
0

・!・

註:数 字は発育した培地数及び%を 示ナ

一一 一一18-一 一
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魏 の凝固水は鼠が多 く、O・5cc前 後である。それ

で凝固器で固める場合に、中を漏潤にする必要は

ない。分注量は5cc～7ccで あつて、90VC、1時

闇で1回 だけ凝固している。余等の使朋 した肋水

は前述のように清澄 なものであつたが、濁つた化

農盤のものでは、清澄なものに較べると、陽性率

も、聚落の発育するまでの期闇 も大分遅れ る。な
ぶ

お肋水はなるべ く新 しいものがよい。古いのは発

育が悪い◎余等は1ク 月以内のものを使用してV・

る◇この肋水培単に発育する聚落は、從來の鶏卵

舞地と同様であつて、染色して顯微鏡で見ても何

等差撫 い◎余等の肋水培地と、岡片倉培地 を63

人の喀湊によlp比較培養すると、第6表 のようで

第7表

「露驚 臨1瀞

ある⇔

帥ち大体に於で瞬珪倉培地と差が無い。

(8)肋7k培 地の吟味。

此の肋水培地は、これが完成する迄の経過 を見

ばわかるように、初めKirchlterの 液体」暑地の

礎培地の各要素 を、肋水に向%に 加えることに
σ まり

、培地の各要素 を吟味 して、不要のものを

き、更に必要なものの適量を見出 して、次々に

えて完成 したものであつて、之等のものの全部

必要なものであるとい うことが出來 るが、これ

更に確めるために、肋水増地 を組成する各要素
一つ宛除去 して作つた、之等の増地を、肋水培
"
並に岡片倉培地 と比較 して見k。 帥ち第7表 で

ノ

肋 水 培 地 の 吟 昧

培

地
総
数

瞼

査

人
員

灘 培撒 嚇 の発見迄に

グ(陽 性 奉)

・1)1(一)
18・6

2)1

ニ ー。ti)1

(一)1

4)

醗抄}

6榊
イ

蕾

5)1
酬 {7・6

響

1(一 一)17・6

{ 17.6
§

17

6)

い38(24,2%)

壇 「22・(64.7%)

「r,4-120(58,8》6)

34

岡 片 倉 培 亙 地

15(44ユ%)

94-」ww-"1

船 ヨ

4← …

22(64・7%)

34

25(73.5%)

22(64.7タ5)

要 する日数李均

(最短厚最長)

い4・1(9-22)

18,三}(9～40)

18.1(10～27)

20。5(11～35)

13.5(8～ 羅3)

13・3(8～23)

13.8(8～35)

註:(一)は その要素 を除去 したことを示す

る よ うに、 夫 等 の各 要 素 を除 去 した もの を、夫 々
'1)2)3)4)5)と し

、本 來 の 肋 水 培 地 を6.)

と した 。 そ の成 績 を見 る と、1)～5)ま で の培 地

は 、6)に 比 較 す る と、 陽性 率 も、聚 落 の発生 す

るまで の 日数 も共 に劣 つ て い る◎ よつ て 余等 の 用

いた之 等 の要 素 の全 部 は、我 々の 培 地 で は 、蓬 非

必 要 な もの で あ る こ とは 明瞭 で あ る◎ この 中 で も

K旺2POIと 全 卵 は 、発 育 には 最 も影 響 の あ る もの

の よ うで あ る。

IV、 結 論

肋 水1006cに 対 して ・KH20《()29・ ア スパ

ラ ギ ン039全 卵10・Occ馬 鈴 薯 ・熱浸 出液15cc

騰

(或 い は 冷 浸 出 液10cの グ ソ セ リ ン2cc、25

wラ ヒ ッ ト緑 液O・4ccを 加 え て 、 こ れ を試 験 管1

5ce～7ec宛 分 注 し て90。C、1時 聞 で 固 め た 増 歩

は 、 岡 片 倉 培 地 と培 養 上 殆 ん ど差 が 無 い 。 こ の ま

地 で は 、 從 來 の 鶏 卵 屠 地 に 比 して 、 ユ8量 の 鶏 夢

で 足 り る 。
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